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■参加者を迎えるにあたって 

9 月７日の募集もはじまり、にわかに（？）現実味

を帯びてきた公開哲学対話。まずは広石さんから、

参加者に対し、チーム・ファシリテーターはどこに気

をつけるか、再度確認のレクチャーがあった（下

記）。人は言いたいことがあると、お題からそれて、

ついつい自分の話を始めてしまう。まずはそこを吐

き出してもらうことが、お題への集中力を高め、進

行もスムーズにいくという事。なるほど、これは日

常の会話にも応用できそうだ。 

■チームがまとまってきた 

前回チームができて、3 週間。チームによっては

休みの間に集まり、想定される問いや中間ふりか

えりについて話合いを重ねてきた。また、メールで

やり取りを頻繁に行っていたところもある。今回も

それを踏まえて、さらに進行を想定し、思わぬこと

が起こっても対応できるように、考えた。広石さん

のいう「全体マップ」の必要性がここにある。 

・シンプルに、明確にする 

・経験から話してもらうようにする。 

一般論にならないように。 

・「受け止める」→うなずくなど、わかっ

ているメッセージを出す。 

・最初にルールを言う 

・まず自分の思いを発散させる→お題に

スムーズに入っていける。 

★アイスブレークが重要！ 

・参加者の意見：リスペクトすれども従

わない 

☆なぜそれを問いたいのか？ 

何を知りたいのか？→ぶれないように 

 

☆全体のマップを作っておく 

→ある程度の流れを考えておく→想定

した内容を、参加者の言葉や答えに従っ

てチューニングをしていく 

参加者の言葉をひろう事で、みんなの中

から次の問いが出てきた感がでるよう

に！ 

ファシリテーターの心得 

対話の場で重要なこと！ 

■「場」をつくるということ 

哲学対話を今まで数回行ってきて、自分の思い

の根っこを考えてきた。今回はそんなベクトルを外

に向けるときである。哲学する「場」を自分たちが作

ることによって、人の思いに寄り添い、哲学する意

味を参加者に伝えるやり方を学ぶ。学びが開かれ

るときである。大変だ～といいながら、懸命に話し

合っている受講生は、とても真剣であり、楽しそうで

あった。広石さんの「ある意味、この準備をしている

時間が、皆さんにとって一番哲学的な時かもしれま

せんね。」という行う言葉に一票！でも、一番そう思

っているのは、受講生かも。さあ、本番に向かって

あと一息！ （湊） 

チームに分かれ
て、キャッチな
コピーも考えた 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 
 
 

   

                 
                 
                 
  
           
                 
                 
                 
                 
                 

 
◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆ 

 この新聞は事務局スタッフの独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。 

 

 

これまでのだがしや楽校を卒業された様々な持ち味を持

った方々に、筆者がインタビューするこのコーナー。 

卒業生から、みなさんに向けた生の声をお届けします。 

「この人と一緒に何かしたい！」という方は事務局まで！ 

 

6 回目は、24 年度のだがしや楽校を卒業された、安野さ

ん。卒業生の仲間と「グッドハンズ杉並」という団体をつくり、

地域のお祭りなどで仲間と自分みせを開いています。 

万事うまくいくわけではないところに面白さを 

感じているとのことでした。 

さて、この方にとっての「だがしや楽校」とは？ 

坂本（以下、坂）：「最近の様子を教えて下さい」 

安野（以下、安）：「8 月にお世話になっている商店街の納

涼大会に出店しました。自分たちのやれることと商店街の

女将さんからの頼まれ事をうまくマッチさせてできたの

で満足です。」 

坂：「あなたにとって、だがしや楽校とは？」 

安：「いろんなタイプの人と出会え、しかもその人々の意

外な面を見られることです。」 

坂：「読者に向かってひとことどうぞ！」 

安：「みなさんと共に同じ方向を見つめていたいです。」 

❒やりたいことをできる人と一緒に 

 

 月曜コースも残すところ、後 3 回。大分互いの個性が分かっ

てきた今回は、“それぞれのやりたいことの背景にはどんな思

いや経験があるのだろう？“ということを知るため、グループに

なって 3 段階のおしゃべり談議。まずは、これまで受講生が書

いた作文を読み解き、グループ内で話し合うことに。 

 読む作文は、現受講生が講座を受けて感じたことなどを毎回

綴ったもの（右写真①）や以前のだがしや楽校卒業生が執筆し

た書籍「『縁育て』の楽校」（右写真②）から抜粋したものだ。 

 読んでいく内、同じグループにいる作文の書き手に「あなた、

こんな得意なことをもっていらっしゃたのね！」と話をしている

様子も見られた。「自分みせ」などのコミュニケーションを経た

今だからこその新たな発見があったようだ。 

◆思い出は社会的財産だ 

 他の受講生の新たな一面を 

発見したおしゃべり談議の次は、 

受講生の子どもの頃の地域での 

思い出談議（右記参照）だ。 

 さて、思い出を語るってどんな 

意味があるのだろう。松田さんから 

は、「この思い出談議はそれ自体が 

すばらしいことです。さらに、これをみなさんでまとめていくこと

で、次の世代への立派な財産になるのではないでしょうか」と。

実は、「『縁育て』の楽校」にも人生の経験・思い出を記述した

ページがある。今回はその一部を谷原さんが朗読（下写真）。

思い出が社会的な財産となる、このことを聴いてみなさんはど

う感じ取っただろうか。 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑受講生が綴った 
作文(写真①) 

「『縁育て』の楽校」を朗読する

学習支援補助者・谷原さん→ 

↑「『縁育て』の 
楽校」(写真②) 

 ここまでの 2 段階のおしゃべり談議は、卒業後の自主活動へ

と活かされていくことだろう。 

 3 段階目のおしゃべり談議では、次回行う、卒業後の自主活

動を見据えたプレ自主活動について話し合った。時間のない中

であったが、“これからゆる～くつながっていきましょう”というキ

ーワードを軸にこれから活動を考えていくことになった！（坂） 

◆プレ自主活動へ向けて 

 

●
昭
和
初
期
の
西
武
線
は
人
糞
運
び
の
列
車
だ
っ
た
！ 

青
梅
街
道
に
も
人
糞
を
農
家
へ
運
ぶ
荷
馬
車
が
良
く
通
っ
て
い
た
。 

●
昭
和4

0

～6
0

年
、
そ
の
時
の
思
い
出
の
味
は
や
っ
ぱ
り
“
駄
菓
子
”

が
多
か
っ
た
（
手
搾
り
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
、
ガ
ム
、
中
華
ク
ッ
キ
ー
等
）。 

●
昭
和

1
9

～2
1

年
、
母
が
着
物
と
食
べ
物
を
交
換
し
て
い
る
様
子
を

見
て
、
母
を
敬
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
た
。 

★
思
い
出
談
議

で
の
お
話
。 

◆仲間の作文から新たな発見 


